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校内における緊急事態発生時の対応 

(1) 緊急事態発生時の対処及び緊急連絡体制 

 
 
 
 
 
 
 

 
急                                                                   ※重大な事件事故・災害の発生 

行                            複          の場合 

                             数           

                             が 

                                 急 

指示     (放送等) 指示                 行 

養護教諭 

(保健室) 

 

報告                     

校長 教頭 

事務長 部主事     

(緊急対策本部) 

 

報告 
教職員     

(担任等)       

                                 直ちに設置 

                                   報           指  編成・組織 

         通          通    告     示 

          報         報 

 

指  状 

示  況               ※校長が不在の場合も 

・  報                あるので、全教職員 

指  告                で手配を要する場合 

導                   を共通理解し、当面 

                                       した者が手配できる 

                                       ようにする。 

                  急行 

                     付添者は遂次状況報告 

 

                          付  搬 

               添  送 

 

 

                    

                   ※緊急の連絡ができるように 

                    警察、消防署の電話番号を 

                    携帯電話に登録しておく。 

                   

    (必要な場合) 

 

 

 

事件・事故の場合             火災の場合       地震、その他の災害の場合 

・発生した事態や状況の把握 

・不審者などの侵入防止や退去のための対応、 

児童生徒の安全確保 

・傷病者の症状の確認(意識、心拍、呼吸、出 

血等) 

・心肺蘇生法などの応急手当(現場で直ちに) 

・協力要請や指示 

 ※必要と判断したら速やかに 110番、119番 

又は他者へ通報を依頼 

・必要に応じて保護者に連絡 

 ・発生した事態や状況の把握 

・児童生徒の安全確保 

・非常ベルを使っての通報 

・初期消火 

・協力要請や指示 

 ・状況の把握 

・児童生徒の安全確保 

・負傷者の症状の確認(意

識、心拍、呼吸、出血等) 

・心肺蘇生法などの応急手

当 

・二次災害の防止(火災な

ど) 

・協力要請や指示 

 

事件・事故 火災発生 地震・その他の災害 

発 見 者 

近くの教員                               

 

避難誘導 

(人員確認等) 

警察や救急車の出動要請    

(110番) (119番) 

 

医療機関 

処置 

保 

 

護 

 

者 

教

育

委

員

会 

学 

 

校 

 

医 

学 

校 

災 

害 

対 

策 

本 

部 

・ 

学 

校 

災 

害 

対 

策 

委 

員 

会 

情報の収集・整理 

【迅速・正確】 

教職員への連絡・対応 

【共通理解】 

児童生徒への支援・指導 

【沈着・冷静】 

保護者へ連絡・対応 

【迅速・誠意】 

学校医への連絡 

【助言協力依頼】 

教育委員会への連絡・対応 

【遂次速やかに】 

警察・消防署等 

関係機関への連絡 

【協力要請等】 

学 

校 

災 

害 

対 

策 

班 

報道機関への対応 

【窓口の一本化】 

その他必要な対応 
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(2) 学校災害対策の組織 

本部長(校長)の指示により、学校災害対策本部の設置、学校災害対策委員会の編成を行い、 

事件事故・災害の状況を踏まえた学校災害対策班を組織する。 

 
 
 
 

学校災害対策本部 

本部長（校長） 

 副本部長（教頭・事務長） 

・本部長：対策本部の総括・意

思決定を行う。 

・副本部長：本部長の指示によ

り教育委員会へ連絡・報告、

各班への連絡・調整を行う。 

  
 
 学校災害対策委員会 

校長 ・教頭・事務長・各課長・各部主事・総務課（防災担当者） 

   

 

【 学校災害対策班 】 

本 部 
 

 

     

 総務班  避難班  救護班  搬出班 

【学校災害対策班の職務内容と担当課】 

班 主な職務内容 担当課長等 

本 部 

・防災活動全体の総括 

・学校対策本部の設置、避難場所の決定 

・教育委員会、関係機関等外部との対応 

・非常時の勤務体制の決定              

・校長(本部長) 

・教頭 

・事務長 

・事務課 

総務班 

・各班の連絡調整 
・被害状況の把握（道路、各関係機関） 

・メール配信システムでの保護者への一斉メール配信 

○渉外課長 

・支援推進課長 

・情報課長 

避難班 

・児童生徒の避難誘導、安全確保、点呼及び報告 

・負傷者、行方不明者の把握 

・行方不明者の探索及び救助 

・家庭との連絡 

・児童生徒の下校支援､引渡し 

・スクールバスの運行の検討 

・家庭及び学校備蓄品の搬出、配布 

○総務課長 

・生徒支援課長 

・各部主事 

・舎務課長 

救護班 

・児童生徒等の救護 

・児童生徒等の体調管理 

・環境衛生活動 

○保健スポーツ課長 

・養護教諭 

搬出班 

・校内の安全確認、被災状況の把握 

・児童生徒避難所の設営 

・重要物品の搬出と管理 

・搬出物の警備 

・必要物資の受入れと管理 

○教務課長 

・進路支援課長 

・研修・図書課長 

・人権・同和教育課長 

※ ○印を班長とする。班長不在の場合は、他の課長等が務める。 
※ 学校災害対策委員会の編成を受け、各班長は集合し、本部の指示を各班に伝える。 
※ 課長(主事)は、必要に応じて招集可能な課(部)員に職務の遂行を依頼する。 
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(3) 学校災害対策班の教職員行動図 

 

本 部                             

 

 

 

 

 

総務班                        
 

 

 

 

 
  

避難班                        
 
 
 
 
 
 
 

救護班                        
 
 
 
 
 
 

 

搬出班                        
 

 
 
 
【留意事項】 
 ○ 各班を担当する課長等については明記(P３)をしているが、それ以外の教職員に

ついては、所属する課及び部主事の指示に従い災害対策班の職務を遂行する。 
  ○ 避難の際、教職員で協力し、残留児童生徒のないよう確認を行いながら、避難

場所に誘導する。 
  ○ 行方不明者が出た場合は、部主事の指示に従い、可能な者が探索に向かう。 

○ 火災の場合、現場近くの教職員は火災報知器を鳴らすとともに、周りの教職員 
 と協力して、初期消火に当たる。 

  ○ 地震の場合、放送が流れないときは、被災状況を確認あるいは予想しながら避

難場所を定めて、拡声器又は口頭連絡により、教職員で協力しながら避難誘導に
当たる。 

  ○ 不審者侵入時の場合、安全と考えられる避難場所についての指示に従い、児童
生徒を避難誘導する。 

 
 
 
 

・適切な場所に、速やかに
学校災害対策本部を設置
し、全体指揮をとる 

 

・児童生徒を避難誘導して
避難場所へ     

・本部の指示を待つ 

・児童生徒を避難誘導して
避難場所へ     

・本部の指示を待つ 

・児童生徒を避
難誘導して
避難場所へ     

・避難誘導した後、
避難場所に待機 

・負傷者の応急処
置等 

・負傷者の有無を本
部に報告 

・本部の指示を待つ 

・児童生徒を避難誘導して
避難場所へ     

・本部の指示を待つ 
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(4) 避難時の基本行動 

   ア 火災時の基本行動 

出火の状況 教 職 員 の 基 本 行 動 児童生徒の基本行動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授 業 中 
 

校内で出火 
 
 

 

 

 

 

・火災発見者は、直ちに非常ベルを使い、事務室に連絡
する。可能であれば初期消火に努める(周りの教職員と
協力)。 

・事務職員は、火元を断定し、直ちに放送する。 
(「第○教棟○○から出火、近くの教職員は、初期消火
に当たってください。」) 

・授業者は授業を中止し、緊急対策本部からの放送を静
かに聞くよう指示する(火元、避難経路、避難場所等の
確認)。 

・緊急対策本部は、火災の状況（規模、場所、予測され
る事態等）により適切な避難場所を設定し、放送によ
り指示する。 

・授業者は、放送の内容から適切な避難経路を判断し、
児童生徒を誘導する。 

・校舎内での避難行動は、「押さない」・「走らない」・
「しゃべらない」・「戻らない」という原則に従い、
落ち着いた行動を促す。校舎の外に出たら、早足で集
合場所へ向かう。 

・授業者は、集合場所まで児童生徒を誘導後、確実に学
級担任に引き継ぐ。 

・授業者以外の教職員は、担当部、学年、学級に急行す
る。 

・非常用確認名簿により人員確認を行う。 

・すべての行動をやめて静か
に放送を聞く。 

・教師の指示に従い、身勝手
な行動をしない。 

・運動場等にいる場合は、教
師や放送による指示に従っ
て、決められた避難場所に
集合する。 

・廊下・トイレ等にいる場合
は、その場で教師の指示を
待つ。 

・校内では、「押さない」・
「走らない」・｢しゃべらな
い」・「戻らない」を守っ
て落ち着いて避難し、校舎
の外に出たら、早足で集合
する。 

・煙が出ている場合は、ハン
カチやタオルを口に当て、
姿勢を低くして避難する。 

 

 
 

休憩時間中 
及 び 

寄 宿 舎 生 
帰  舎  中 

 
校内で出火 

・学級担任(当直寄宿舎指導員・舎監)は、自教室(舎室)
に急行し、その他の教職員は、担当部、学年、学級に
急行する。 

・自教室以外の場所(体育館、運動場等)で活動している
場合は、緊急対策本部の放送を聞き、指示された避難
場所へ児童生徒を誘導する。 

・トイレ、保健室、特別教室などの残留児童生徒の確認
を協力して行う。 

・時間的余裕のある場合、窓、ドア等を閉める。 
・学級担任(当直寄宿舎指導員・舎監)は、避難場所に児
童生徒を誘導する。 

・非常用確認名簿等により人員確認を行う。 

 
 
 
 
 
 
寄 宿 舎 生 
就 寝 中 

 

校内で出火 

 

・当直舎監・寄宿舎指導員は、非常ベル等で異常を知っ
た場合、直ちに放送を入れると同時に消防署、管理職
などに通報する。 

・寄宿舎指導員は宿舎に急行し、人員確認後、直ちに避
難させる。 

・トイレ、廊下などの残留児童生徒の確認を行う。 
・当直舎監は、全体指揮をとる。 
・人命の安全確保と避難優先を心掛ける。 
・非常用確認名簿等により人員確認を行う。 
 
 
 
 
 
 
 

・放送や当直舎監・寄宿舎指
導員の指示に従い、できる
だけ集団で静かに行動す
る。 

・廊下・トイレ等にいる場合
は、その場で舎監・寄宿舎
指導員の指示を待つ。 

・煙が出ている場合は、ハン
カチやタオルを口に当て、
姿勢を低くして避難する。 

・寮棟の外に出たら、できる
だけ早く避難場所へ行き、
舎監・寄宿舎指導員の指示
を待つ。 

人員確認及
び検索活動 

・人員確認は学級担任が学級単位で行った後、学年主任・部主事を経て異常の有無を本
部に報告する。(｢○部○年○組、在籍○名、欠席△名、現在□名、異常有／無｣) 

・行方不明者がいる場合は、本部及び各部主事の指示に従い、探索及び救助に向かう。 
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イ 地震時の基本行動 

地震の状況 教 職 員 の 基 本 行 動 児童生徒の基本行動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授 業 中 

 
地震が発生 
 

 

 

 

 

 

 

 

・授業者は、すべての活動を速やかに中止し、危険物や
危険箇所から離れ、机の下に入る等の指示を行う。ま
た、児童生徒の安全を確保し、本部の指示を待つ。 

・地震終了後は、火元の遮断・落下防止等の処置を速や
かに行い、出入口扉や安全な窓を開けて脱出口の確保
をする。 

・緊急対策本部は、災害の状況（規模、場所、予測され
る事態等）により適切な避難場所を設定し、放送によ
り指示する。 

・授業者は、放送の内容から適切な避難経路を判断し、
児童生徒を誘導する。 

・放送設備が使用できない場合は、適切な避難場所、避
難経路を判断し、拡声器や口頭連絡により指示する。 

・基本となる避難場所(全体避難場所)は、本館前駐車場
とするが、災害の状況を確認・判断し、適切な避難場
所(一時避難場所)を選択し、児童生徒を避難誘導する。 

・校舎内での避難活動では「押さない」・「走らない」・
「しゃべらない」・「戻らない」という原則に従い、
落ち着いた行動を促す。校舎の外に出たら、早足で集
合場所へ向かう。 

・授業者は、児童生徒を安全に集合場所まで誘導した後、
確実に学級担任に引き継ぐ。 

・授業者以外の教職員は、担当部、学年、学級に急行す
る。 

・非常用確認名簿により人員確認を行う。 

・教室にいる場合は、あわ 
てて外に飛び出したりせ
ず、机の下に入り、頭部
を防護する。 

・廊下や体育館等にいる場
合は、ガラス窓等の危険
物から離れ、できるだけ
広い場所の中央に、身を
伏せる。 

・運動場等にいる場合は 
舎や塀から離れて頭部を
保護し、身を伏せる。 

・トイレにいる場合は、ド
アを開けたままにし、そ
の場で地震が終わるのを
待つ。 

・保健室で静養中の児童生
徒は、養護教諭の指示に
従う。 

・地震終了後は、教師の指
示に従い、身勝手な行動
をしない。 

・避難と集合は、教師や放
送による指示に従い、危
険な場所を避けて行う。 

 

 

 

休憩時間中 
及び 

寄 宿 舎 生 
帰  舎  中 

 
地震が発生 

 

 

・学級担任(当直舎監・寄宿舎指導員)は、可能であれば
直ちに(揺れが大きい場合は、揺れが収まってから)自
教室(舎室)に急行し、児童生徒の安全確保に努める。 

・その他の教職員は、担当部、学年、学級に急行する。 
・自教室以外の場所(体育館、運動場等)で活動している
場合は、緊急対策本部の放送を聞き、指示された避難
場所へ児童生徒を誘導する。 

・トイレ、保健室、特別教室などの残留児童生徒の確認
を協力して行う。 

・火元などの始末をし、出入り口を確保する。 
・学級担任(当直寄宿舎指導員・舎監)は、避難場所に児
童生徒を誘導する。 

・非常用確認名簿等により人員確認を行う。 

 
 
 
 
寄 宿 舎 生 
就 寝 中 

 

地震が発生 
 

 

・当直舎監・寄宿舎指導員は、可能であれば直ちに(揺れ
が大きい場合は、揺れが収まってから)舎室に急行し、
布団等で頭部を保護させるなど、児童生徒の安全確保
に努める。 

・火元などの始末をし、出入り口を確保する。 
・人員を確認するとともに、負傷の有無なども確認する。 
・当直舎監は、全体指揮をとるとともに、校長(必要に応

じて消防署)に連絡する。 
・非常用確認名簿等により人員確認を行う。 
・震度４以上の場合、自動的に設置された学校災害対策
本部からの招集に従って、教職員は学校に集合する。 

 

・慌てないで、布団等で頭
部を保護する。 

・廊下にいる場合は、ガラ
ス窓から離れ、廊下の中
央に寄り、低い姿勢を保
つ。 

・トイレにいる場合はドア
を開き、その場で地震が
終了するのを待つ。 

・揺れが収まり次第、当直
舎監・寄宿舎指導員の指
示に従い行動する。 

人員確認及
び検索活動 

・人員確認は学級担任が学級単位で行った後、学年主任・部主事を経て異常の有無を本
部に報告する。(｢○部○年○組、在籍○名、欠席△名、現在□名、異常有／無｣) 

・行方不明者がいる場合は、本部及び各部主事の指示に従い、探索及び救助に向かう。 

※ 地震に関する具体的対応については、「みなら震災対応マニュアル」を参照する。 
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ウ 不審者侵入時の基本行動（校内活動時） 

【未然防止のポイント】 

１ 出入口を限定するとともに校門指導や巡視を強化し、必要に応じて門扉の閉鎖や施錠をす

る。 

２ 受付では、名前や要件を尋ね、不自然な言動等が見受けられた場合は、言葉や相手の態度に

注意をしながら丁寧に退去するように説得する。その後、必要に応じて警察へ通報する。（事

務課） 

３  受付をしていない者を発見した場合には、相手の動きが読みとれる位置で距離を取りながら

声を掛け、受付に案内する。 

 

 

 

 

 

      

                       

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

    

     

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○直ちに警察署、消防署へ通報する。 

防 ○防御するとともに、他の教職員に緊急事態を知らせ、応援を要請する。 

 ・笛を吹いて知らせるなど、発生場所がすぐ分かるような工夫をする。 

 ・複数で対応し、相手の動きが読み取れる位置で距離を取る。 

○すぐに事務室へ連絡する。（内線 103～109 又は、089-964-2395） 

〇事務職員は、校長・教頭へ連絡する。 

○要請を受けた教職員は複数で現場へ急行し、さすまた等の防災用具や 

身近な物での不審者の行動を抑止する。 

・警察が到着するまでの時間確保が目的であって、不審者の確保が目

的ではない。 

安全な集合場所の確

認及び避難誘導 

○避難の指示を行う。 

 ・緊急放送≪暗号≫・・・不審者の人数・現在位置に応じて変更。 

  「本日は教育委員会の特別支援教育課の方が２名来られ第３教棟、

第５教棟を巡視されます。先生方、御案内をよろしくお願いしま

す。」により事態を知らせ、教職員が児童等の安全を確保しながら

避難場所へ誘導する。 

 ・不審者から児童生徒を遠ざけることを目的として、判断する。 

・休憩時間中は、学級担任は教室等に急行し、児童生徒の安全を確保す

る。 

○避難を開始する。 

・教師の指示に従い、身勝手な行動はしない。場合によっては、室内で 

待機する。【「お」押さない、「は」走らない、「し」しゃべらない 

「も」戻らない】を守り、落ち着いて避難する。 

・授業担当者は、集合場所まで誘導後、確実に学級担任に引き継ぐ。 

○人員確認と安全確認 

（学級担任）→（学年主任）→（部主事）→（本部） 

「○部、○年、○組、在籍○名、欠席△名、現在□名、異常有／無」 

○所在不明の児童生徒がいる場合には、本部の指示の下、集合し、状況

に応じて複数で検索を行う。（一人では行かない） 

○負傷者がいる場合には、応急手当を行う。 

＊外部への連絡については、緊急を要する場合以外は、本部の指示で行う。 

○通報 （緊急１１９）  東温市消防署 089‐964‐5210 

○通報 （緊急１１０）松山南警察署 089‐958‐0110（直通ボタン：事務室、小・高職員室） 

 

 

 

避難後の安全確保 

検    索 

 

緊急対策本部設置 

不審者侵入 

全職員による対応 

避難集合場所

本館玄関前

運動場 

第二体育館     

本部設置については、原則、校長室と

するが、不審者侵入場所によって、

高・小職員室となることがある。 
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２ スクールバス運行時における緊急事態発生時の対応 

 (1) スクールバス乗車中の救急連絡体制 
 
 
 

                                               

 

 

                              （緊急時119番要請） 

 

 

                                                             
   
 

      

 

  

                          

 

 

 

 

 

                     

                                  

 

 

   備考  
・緊急の場合は、添乗員の判断で救急車を要請する。             
・添乗員が救急車に同乗するなど不在になる場合は、教員がスクールバス 
に向かい、添乗員の替わりに乗車する。 

                                         
 
 
 
 

異常発見 

添乗員 

安全確保･救急処置 

医療が必要かどうか 

（スクールバス運行主任） 

※養教・担任と相談 

経過観察 

 

  連絡（保護者） 

（担任・養護教諭） 

学  校 

 

（校長・教頭・事務長） 

(部主事･担任･養護教諭) 

病院受診 

 

（主治医の病院） 

（救急病院） 

 

保護者 

必要 

不要 

①救急車手配 

③報告 ②連絡 

連絡 

担任・養護教諭 
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(2) ス ク ー ル バ ス 乗 車 中 の 緊 急 時 対 応 マ ニ ュ ア ル  
 

ア  医 療 の 必 要 性 の 判 断 が 困 難 な 場 合  
( ｱ )  電 話 で 保 護 者 に 連 絡 し 、 保 護 者 の 判 断 を 仰 ぐ 。  

＊  保 護 者 へ の 連 絡 及 び 確 認 事 項  

①  児 童 生 徒 氏 名  

②  発 生 場 所 及 び 時 刻  

③  児 童 生 徒 の 状 態 及 び 実 施 し た 処 置  

④  対 処 方 法 （ 実 施 可 能 な 処 置 等 ）  

⑤  希 望 す る 搬 送 先 （ ア 主 治 医 の 病 院 、 イ 救 急 病 院 、 ウ そ の 他 ）  

( ｲ )  保 護 者 に 連 絡 が つ か な い 場 合  

〔 登 校 時 〕 :救 急 車 を 要 請 し 、 そ の 後 、 学 校 及 び 保 護 者 へ 連 絡 す る 。 

＊  消 防 署 （ 救 急 車 ） へ の 連 絡 事 項  

①  『 み な ら 特 別 支 援 学 校 の ス ク ー ル バ ス で あ る 』 こ と  

②  児 童 生 徒 の 状 態 及 び 実 施 し た 処 置  

③  ス ク ー ル バ ス の 現 在 位 置  

④  救 急 車 と の 合 流 場 所  

⑤  添 乗 員 が 実 施 可 能 な 処 置 等  

＊  救 急 車 要 請 後 の 学 校 及 び 保 護 者 へ の 連 絡 事 項  

①  児 童 生 徒 氏 名  

②  発 生 場 所 及 び 時 刻  

③  児 童 生 徒 の 状 態 及 び 実 施 し た 処 置  

④  搬 送 先 病 院 名  

⑤  保 護 者 へ の 連 絡 の 有 無 （ 学 校 へ の 連 絡 の み ）  

〔 下 校 時 〕 :学 校 に 連 絡 し 、 養 護 教 諭 等 の 判 断 を 仰 ぐ 。  

＊  学 校 へ の 連 絡 事 項  

①  児 童 生 徒 氏 名  

②  発 生 場 所 及 び 時 刻  

③  児 童 生 徒 の 状 態 及 び 実 施 し た 処 置  

④  対 処 方 法 （ 医 療 の 必 要 性 の 有 無 、 実 施 可 能 な 処 置 等 ）  

⑤  保 護 者 へ の 連 絡 の 有 無  

 

イ  医 療 の 必 要 性 を 添 乗 員 が 判 断 し た 場 合  

(ｱ)「 有 り 」 と 判 断 し た 場 合 …  登 ・ 下 校 と も 「 救 急 車 要 請 」 後 、 学 校                          

に 連 絡 す る 。 救 急 車 及 び 学 校 へ の 連 絡

事 項 に つ い て は 、前 項 ア － (ｲ)－〔 登 校

時 〕 に 準 ず る 。  

(ｲ) 「 無 し 」と 判 断 し た 場 合 …  登 校 時 は 学 校 に 連 絡 し 、養 護 教 諭 が 待

機 す る 。 学 校 へ の 連 絡 事 項 に つ い て は 、

前 項 ア － ( ｲ)－ 〔 下 校 時 〕 に 準 ず る 。 下

校 時 は 保 護 者 へ の 引 渡 し の 際 に 連 絡 す

す る 。 保 護 者 へ の 連 絡 事 項 に つ い て は 、

前 項 ア － (ｱ)に 準 ず る 。  

ウ  電 話 番 号  

( ｱ )  み な ら 特 別 支 援 学 校 【 0 8 9 - 9 6 4 - 2 3 9 5】  

(ｲ) ス ク ー ル バ ス   

   ［ コ ス モ ス 号 ］ 090-7623-198 4  

   ［ ど ん ぐ り 号 ］ 090-4504-001 5  

   ［ た ん ぽ ぽ 号 ］ 090-4975-232 0  

   ［ さ く ら  号 ］ 080-8632-446 4    
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(3)スクールバス（登下校）における災害対応マニュアル 

＜原則＞ 

・スクールバスは帰校する。 

・学校（生徒支援課を中心とした教職員）が添乗員、保護者への連絡を行う。（情報を一元化するため） 

＜準備が必要と思われる物＞ 

バス用の引き渡しカード、携帯の充電器（※バスから充電できるように）、ハザードマップ、簡易トイレ

（10回分程度＝ホームセンターで売っているような物で良い）、その他防災グッズ 

災害発生と 

児童生徒の基本的対応 
教職員 スクールバス添乗員 

地震発生 

安全確保 

・添乗員の指示に従 

う。 

・車内で落下物や転 

倒物に注意して身 

を守る。 

本部設置、学校災害対策委員会の編成 

一斉配信メール 

安全確保 

・安全な場所に停車する。 

・児童生徒への安全保持姿勢を指示する。

（落下物や転倒物から身を守る） 

・非常ドアの確保をする。 

・ラジオ等により津波発生の情報を収集する。  

・揺れが収まるのを待つ。 

揺れが収まる 

避難誘導 

安全確認 

情報収集 

被害状況把握 

安全確認・情報収集 

・スクールバスの現在地を確認する。 

・児童生徒の人数、安否を確認する。 

・救護班が現地へ行く(可能な範囲で)。 

安全確認・情報収集・避難誘導 

・人数と安否を確認する。 

・けが人がいる場合は症状を確認し、応急 

手当を行う。 

・周囲の状況を把握する。 

・津波への対応をする。 

（高台へバス移動か歩行移動かを判断し、

避難誘導する。コスモス号、たんぽぽ号

は道後方面。さくら号は伊予方面。どん

ぐり号は砥部方面。） 

・学校へ現在場所と被害状況を連絡する。 

・二次避難の準備をする。 

避難誘導・安全下校 

保護者への連絡 

保護者への引渡し 

各関係機関への連絡 

本部 現地（救護班） 原則、帰校する（安全なルートで） 

・けが人がいる場合は、最寄りの避難所 

(公的施設)等に支援を要請する。 

・最寄りの医療機関と連携する。 

・学校から派遣する救護班や退避班と連 

携を取る。 

・保護者が現場（避難所）に来た場合は 

引渡しカードにより引き渡す（※臨機 

応変に）。 

・保護者と連絡が取れない場合は学校へ 

収容する。 

 

・退避班が保護者と 

の連絡を取る。（保 

護者に状況説明を 

行い、引渡し方法 

を確認する。） 

・引渡し方法をスク 

ールバス（現地の 

救護班の教員）に 

連絡する。 

・県教育委員会へ連 

絡する。 

・現時地震対策本部 

等と連携を取る。 

・救護班は現地 

へ行く。（避難 

場所） 

・保護者が現場 

に来た場合は 

引渡しカード 

により引き渡 

す。 

・保護者と連絡 

が取れない場 

合は学校へ収 

容する。 

 ＜道路寸断で交通遮断の場合＞ 

・最寄りの避難場所への避難を指示→最寄りの避難場所に避難  

＜電話連絡が取れない場合＞ 

・添乗員の判断で安全な場所（高台、避難所、帰校）へ移動する。 



 本校 - 11 - 

 

 
３ 弾道ミサイル発射に係る対応 

 
弾道ミサイルが発射され、日本に飛来する可能性がある場合は、Jアラート等により、

情報伝達される。国から緊急情報が発信されると、受信した市町村では、防災行政無線
の警報が屋外スピーカー等を通じて流れるなど、様々な手段により住民へ情報が伝達さ
れる。また、携帯電話等にもエリアメール・緊急速報メールが配信される。 
 

(1) Jアラートを通じて緊急情報が発信された際の対応 
   弾道ミサイルが着弾した際は、爆風や破片等による危険が想定されるため、それら 

から身を守る行動をとることが必要である。正しい知識を身に付け、適切な避難行動 
をとることにより、被害を最小限にすることが可能である。 

 
ア Jアラートによる情報伝達と基本的な避難行動の流れ 

 

ミサイル発射。ミサイル 

発射。○○からミサイル            弾道ミサイル発射情報・避難の呼び掛け 

が発射された模様です。     

建物の中又は地下に避難 

してください。          【屋外にいる場合】 

   ○ 近くの建物の中や地下に避難し、床に伏せて頭部を守る。 

避    (可能であれば頑丈な建物が望ましいが、近くにない場合は、それ以外の建 

物に避難) 

難 ○ 近くに避難できる建物がない場合は物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部 

を守る。 

直ちに避難。直ちに避難。 

直ちに建物の中、又は地下   行 【屋内にいる場合】 

に避難してください。          ○ できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋に移動する。 

ミサイルが落下する可能性   動 ○ 床に伏せて頭部を守る。 

があります。 

直ちに避難してください。 

  

                         

     日本に落下する可能性がある。     日本の上空を通過      日本の領海外の 
                                     海域に落下 
      直ちに避難の呼び掛け 

 

直ちに   と同様の行動をとる。 

                                                         

落下場所等についての情報         ミサイル通過情報      落下場所等の情報  

 

       追加情報があるまで引き続き屋内避難 

を継続する。 

                                               屋内避難は解除 

                        ○ 不審なものを発見した場合には、決して近寄らず、直ちに 

警察、消防や海上保安庁に連絡する。 

        追加情報 
 

 
イ 様々な場面における避難行動の留意点 

   (ｱ) 課業時の場合 
    ○ 校舎内 
      教室等で授業を行っているとき、窓がない部屋にすぐに移動することが難 

しい場合は、窓からなるべく離れて床に伏せて頭部を守る。机の下に入って 
頭部を守る。 
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○ 校舎外 
     運動場等で授業を行っているとき、近くの建物の中に避難することが難し 

い場合は、遮へい物のない運動場等の中心ではなく、物陰に身を隠すか、そ 
の場で地面に伏せて頭部を守る。 

   (ｲ) 校外学習時の場合 
    ○ 屋内にいる場合でも、すぐに避難できるところに頑丈な建物や地下があれ 

ば、そこに避難する。 
    ○ 校外学習の計画の段階で、様々な危機事象の発生も想定しておく。活動場 

所での情報伝達方法や危機事案が発生した場合の避難について、事前に確認 
しておく。 

    ○ 児童生徒に対しては、自由行動中など、教職員がそばにいない際の避難行 
動や連絡手段について、事前に指導しておく。 

(ｳ) 登下校時の場合(単独通学生) 
     ○ そのときに入手した情報に基づき、生徒自らの判断で冷静に行動できるよ 

う、事前に指導しておく。 
     ○ 屋外スピーカー等から警報が発せられる場合、場所によっては聞こえない 

ことも考えられるが、ミサイル発射情報は、テレビやラジオでも伝えられる 

ほか、緊急速報として携帯電話等にもメールが配信されるので、注意深く周  
囲の音声等を聞く。また、緊急情報を知った人が何らかの行動をとること 
から、周囲の変化や人の行動も情報の一つとして考えられる。電車やバス等、 
公共交通機関においては、車内に流れる情報や乗務員の指示を注意して聞き、 
その指示に従う。 

(ｴ) スクールバス等における留意点 
    ○ 自動車乗車中の場合は、ガソリンなどに引火する危険があるので、車を止 

めて近くの建物や地下等に避難する、周囲に避難できる場所がない場合は、 
車から離れて地面に伏せ、頭部を守る行動をとることが必要であるが、バス 
に乗っている児童生徒の状況によって、車外に出ることが危険と判断される 
場合は、車内で姿勢を低くして頭部を守ることも考えられる。地震の避難と 
同様、危機に遭遇した際に危険回避のための行動ができるようにしておく。 

 
ウ 弾道ミサイル落下時の行動(落下又は通過した後) 

  (ｱ) 「ミサイルは、○○地方から○○へ通過した。」との情報伝達があった場合 

国からの情報についてテレビやラジオ等で確認する。引き続き避難する必要は 
ないが不審な物を発見した場合には、決して近寄らず、すぐに警察、消防や海 
上保安庁に連絡する。 

   (ｲ) 「ミサイルが○○地方に落下した可能性がある。」との情報伝達があった場 
合、国から続報が伝達されるので、引き続き屋内に避難する。弾頭の種類に応 
じて被害の様相や対応が大きく異なるので、テレビ、ラジオ、インターネット 
等を通じて情報収集に努める。行政からの指示があればそれに従って、落ち着 
いて行動する。もし、近くにミサイルが着弾した場合は、弾頭の種類に応じて 
被害の及ぶ範囲などが異なるが、次のように行動する。 

      ○ 屋外にいる場合は、口と鼻をハンカチで覆いながら、現場から直ちに離れ、 

密閉性の高い屋内の部屋又は風上に避難する。 
      ○ 屋内にいる場合は換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内を密閉する。 
    (ｳ) 「ミサイルが○○海に落下した。」との情報があった場合 

      国からの情報について、テレビやラジオ等で確認する。引き続き避難する 
必要はないが、不審な物を発見した場合には、決して近寄らず、すぐに警察、 
消防や海上保安庁に連絡する。 
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４ 熱中症予防措置 

（１）暑熱環境における暑さ指数（WBGT）を基準とした学校活動について 

ア ５月～10月は、各部担当者（保健スポーツ課）が環境省熱中症予防情報サイトの「暑

さ指数（WBGT）」（予測値）を入手し、暑さ情報を部朝礼で全教職員に周知する。 

ホームルーム担任・教科担任及び部活動顧問は、「暑さ指数（WBGT）」を確認し、「熱中

症予防運動指針」（公益財団法人日本スポーツ協会）に基づき、各授業前においても、熱

中症計でもしくは、熱中症予防情報サイトで、暑さ指数の確認等する。学校活動の内容

変更、時間変更等の対応を検討し、部主事・管理職に報告する。 

＊各体育館（３）・各保健室（黒球２）・農業科（１）・高等部環境整備班（１）に熱中症計

を設置している。 

イ 管理職は、学校活動の中止等の対応について、生徒の命と健康を第一に統一的に判断

する。 

 

（２）「熱中症警戒アラート」「熱中症特別警戒アラート」発表時の学校活動について 

ア 愛媛県に「熱中症警戒アラート」「熱中症特別警戒アラート」が発表された時は、各部

担当者（保健スポーツ課）が、各部主事に連絡し、全教職員に周知する。 

イ ホームルーム担任・教科担任及び部活動顧問は、以下について関係者と相談し、管理

職に報告する。 

① 屋外での運動（部活動）→屋内等での運動に変更又は中止。 

② 屋外での作業活動→制限又は中止。 

③ 校外学習→制限又は中止。 

④ 交流学習→「熱中症警戒アラート」「熱中症特別警戒アラート」が発表された場合の学 

    習の制限又は中止について、事前に交流先と確認しておく。 

   ※①～④について、制限して活動する場合は、黒球付き暑さ指数計を用いること。活動場

所の「暑さ指数」（実測値）を確認し、内容変更、時間変更等の参考にする。 

ウ 管理職は、学校活動の中止等の対応について、生徒の命と健康を第一に統一的に判断す

る。 

 

（３）暑熱環境における学校活動の留意点 

ア 活動前後を含め、活動時は健康観察を行い、10分～30分程度に 1回水分補給をする。教

職員が給水状況を確認する。 

イ 屋外では、帽子を着用する。マスクを外し、涼しい服装で活動する。必要ならば、クー

ルネック等、体を冷やす物を準備する。 

ウ 児童生徒の能力や体力に配慮した段階的な指導（練習）計画を立てる。暑くなり始めた

時期、長期休業明けは、１週間程度は体を暑さにならすような計画にする。熱がこもりや

すい人、肥満の人等暑さに弱い人は、注意する。 

エ 保健室の定位置に「黒球付き暑さ指数計」「緊急対応セット」（冷却用氷、補水液、体温

計等）を備えておく。 

オ 立ちくらみ、筋肉のこむら返り等、軽度の不調を感じた生徒がいた場合は、すぐに冷房

の効いている涼しい部屋に移動させ、体を冷やすなどの処置を行う。また、体調不良時は

無理をしないで休むことができるような雰囲気を作る。 

カ 反応が鈍い、自分で水分補給ができない等、熱中症が疑われる生徒がいた場合は 

「熱中症発生時の対応」を参考に対応する。 
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